
医療連携強化に向けた宮城県内の
保険薬局の状況に関する調査

宮城県病院薬剤師会

アンケート調査結果 【別紙１ー４】



回答者の医療圏毎の分布

N=275

地域連携薬局の申請に関する意向について

N=275

専門医療機関連携薬局の申請に関する意向について

N=275

調査対象：
宮城県薬剤師会会員 955件を対象に
無記名でアンケート調査を実施

調査期間：2021年1月19日～2月10日



院外処方箋問い合わせ簡素化プロトコール
の合意状況

N=275

医療機関への服薬情報提供書の提供の有無

N=275

抗がん薬（化学療法）関連

服用薬剤調整支援に関すること

疑義照会（修正あり・修正なし）

残薬報告

服薬状況

服薬指導内容

有害事象の疑い

その他（6件）

服薬情報提供書提供内容の項目（多い順に3項目まで選択）

服薬情報提供書提供内容の項目（多い順に3項目まで選択）

N=167

経口抗がん薬を服用している患者

注射用抗がん薬のみ施用中の患者

麻薬を使用してる患者

吸入薬を導入した患者

腎機能が悪い患者

肝機能が悪い患者

新規の薬剤が処方された患者

ハイリスク薬が処方された患者

その他（21件）

N=152



かかりつけ薬剤師としてフォローアップしている患者数＊

*かかりつけ薬剤師指導料に関する同意患者数

かかりつけ薬局の名称とかかりつけ薬剤師名
のお薬手帳へ記載状況

N=251

N=236

かかりつけ薬剤師としての服用薬の一元管理
の状況（薬品名の把握）

かかりつけ薬剤師としての服用薬の一元管理
の状況（用法用量の把握）

N=245 N=246



処方箋への臨床検査値印刷の状況

N=270

お薬手帳への退院時薬剤管理指導の情報記載状況

N=272

退院時薬剤管理サマリ（文書）の受け取り頻度

N=273

退院時共同指導料の算定状況

N=272



経口抗がん薬の処方箋の調剤頻度について

N=274

抗がん薬について服薬指導時に利用している情報やツールにつ

いて（複数選択可）

N=251（複数回答）

3%
23%

74%

抗がん薬等の服用期間中のフォローアップの実施
頻度について

N=78（経口抗がん薬の調剤頻度
が週1回以上）



ポリファーマシー対策の取り組み状況について

N=272（複数回答）

ポリファーマシー対策時に参考にしている資料や
指標について

N=177 （複数回答）

服用薬剤調整支援料１の算定状況について

N=269

服用薬剤調整支援料２の算定状況について

N=268


